
 

 

【報道関係各位】 

2021 年 11 月 19 日 

一般財団法人日本気象協会 
 

日本気象協会、SDGs Week EXPO for Business 2021 にて 

気象ビッグデータ活用展である「ウェザーテック」へ出展・講演  
～気象ビッグデータ活用に関する日本気象協会の最新の取り組みを紹介～  

 

一般財団法人 日本気象協会（本社：東京都豊島区、理事長：長田 太、以下「日本気象協会」）は、2021 年

12 月 8 日（水）から 10 日（金）まで東京ビッグサイト（東京都江東区）にて開催される「SDGs Week EXPO for 

Business」での「ウェザーテック 2021（第 1回気象ビッグデータ活用展）」へ、ブース出展と講演を行います。 

 

今回の出展では、「激甚化する気象災害」への適応策、対応策となる気象リスクマネジメントツールや地球温

暖化対策、TCFD 提言への対応など、脱炭素社会に向けた各種取り組み、気象リスクを回避するためのコンサ

ルティングなど、気象の総合コンサルティング企業である日本気象協会の、最新の気象ビッグデータ活用事例を

展示していきます。 

 

また、12 月 10日（金）にはステージ B会場にてセミナー「今後の気候変動の動向及び激甚化する気象災害

に対応した物流 BCP について」を開催します。 

最新の気候変動トレンドに関する説明と解説を、日本気象協会が 2021 年度ロジスティクス大賞をい

ただいた悪天候時の輸送安全支援物流向けサービス「GoStop（ゴーストップ）マネジメントシステム」

の活用実例と併せて行います。 

 

【SDGs Week EXPO for Business 2021 「ウェザーテック」概要】 

○名称：SDGs Week EXPO for Business 2021 

      ウェザーテック 2021（第 1 回気象ビッグデータ活用展） 

 

○主催：日本経済新聞社、日経 BP、インフラメンテナンス国民会議（社会インフラテック共催）  

 

○会期：2021 年 12 月 8 日（水）～10 日（金） 10:00～17:00 

 

○会場：東京ビッグサイト（東京国際展示場）［東 4 ホール］（東京都江東区有明 3-10-1） 

 

○入場料：無料（事前登録制）https://messe.nikkei.co.jp/sweb/ 

 

【日本気象協会の出展概要】 

○出展場所：小間番号 1-043 

 

○出展内容： 

・気象ビッグデータ関連技術 

商品需要予測、電力需要予測、電力取引価格予測、太陽光/風力発電出力予測、 

海事産業向け気象海象データサービス「POLARIS（ポラリス）」 

広告つき天気予報サイネージ、天気ターゲティング広告 など 

・気候変動対策関連技術 

悪天候時の輸送安全支援物流向けサービス「GoStop（ゴーストップ）マネジメントシステム」 

顕著な大雨をもたらす線状降水帯の自動検出技術 

 企業向け TCFD 提言対応等の気候変動影響評価 

高潮予測、JWA アンサンブル降雨予測、ダム事前放流判断支援サービス など 

https://messe.nikkei.co.jp/sweb/


 
 

 
 

【日本気象協会の講演概要】 

○日時：2021 年 12 月 10 日（金）13:00～13:40（40 分間） 

 

○会場：ステージ B（定員 100 人）  

 

○講演タイトル：今後の気候変動の動向及び激甚化する気象災害に対応した物流 BCP について 

 

○講演者：日本気象協会 事業本部 社会・防災事業部  

交通ソリューション課 副課長 岡村 和賛 

気象予報士(第 3578 号)  

2001 年日本気象協会入社  

予報業務担当を経て、積雪や雪氷などの路面状況を踏まえた防災業務のスペシャリスト 

現在は交通ソリューション課にて「GoStop マネジメントシステム」を担当 

 

○講演内容： 

気候変動による極端気象が頻発する中でそれに伴う災害も甚大化しています。その傾向を分析し、 

日本気象協会が取り組むアンサンブル予測や AI を駆使した気象予測をご紹介します。 

また、道路上の気象リスクを指標化し安定かつ安全な物流に貢献する「GoStop マネジメントシステ 

ム」を紹介します。 

 

○受講料：無料（事前登録制） 

 

○詳細情報・事前申込：https://messe.nikkei.co.jp/sweb/seminar/  ※申込番号：B-11 

 

 

【日本気象協会理事長 長田 太から】 

2021 年にとって「気候変動」は最も大事な言葉の一つになりました。  

今後、気候変動のもたらす災害、台風、大雨、洪水などから企業も個

人も逃れることはできません。しかし気象ビッグデータを活用すること

により災害をあらかじめ予測し、それに対して対応策を事前に講じるこ

とにより、被害を最小化することはできます。 

日本気象協会ではこれまで AI など最新の技術を活用した正確な気象

予測を鉄道や物流企業の皆さまに提供し、災害による被害の減少や

BCP 対策の確立にご協力して参りました。 

また今年は公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会から日本気象協会の「GoStop マネジメン

トシステム」が 2021 年度ロジスティクス大賞をいただきました。今回のウェザーテック 2021 では、

「GoStop マネジメントシステム」の展示も行います。 

是非、当協会のブースにお越しいただき、私どものサービスを体感いただけると幸いです。 

 
 

以上 

https://messe.nikkei.co.jp/sweb/seminar/

